
奈良県食品衛生監視指導計画に基づく監視指導結果［概要］

（平成１９年度～平成２１年度）

１１１１ 監視指導結果監視指導結果監視指導結果監視指導結果についてについてについてについて

食品等事業者に対する監視指導の実施状況

許可を有する施設に対する監視指導の状況（達成率：％）

業 種 監視回数 Ｈ１９年 Ｈ２０年 Ｈ２１年

法違反等行政処分施設（食中毒） 93.3 100.0 75.0

その他行政処分施設 年３回 50.0 133.3 -

広域流通食品製造等施設 90.0 105.9 78.8

飲 レストラン等（３００食以上） 34.5 38.5 38.4

食 仕出し・弁当（３００食以上） 年３回 101.8 82.5 65.3

店 旅館・ホテル（３００食以上） 83.3 75.0 33.3

違反施設・１日３００食以上 年３回 76.5 82.6 49.5

集 乳処理、300食未満の仕出し等 年２回 67.1 77.1 70.8

その他飲食店、食肉・魚介販売 年１回 103.1 104.8 120.8

簡易・自販機等 年0.2回 273.2 267.7 303.0

計

全体の監視予定達成率 0.2～3回 129.0 136.4 137.3

食品等の収去検査の実施状況

Ｈ１９年度 Ｈ２０年度 Ｈ２１年度

予 定 検 体 数 ７９１ ７８８ ８６１

保 検 体 数 ３６９ ３６８ ４００

健 不 適 数 ３７ ３６ ５０

所 項 目 数 ３，９７１ ３，７８３ ８，８０８

不適項目 ３９ ５４ ７０

中 検 体 数 ４６２ ４４０ ３８８

央 不 適 数 ３７ ７ １０

市 項 目 数 ５，３２１ ３，６８７ ６，０５７

場 不適項目 ４３ ８ １３

合 検 体 数 ８３１ ８０８ ７８８

不 適 数 ７４ ４３ ６０

計 項 目 数 ９，２９２ ７，４７０ １４，８６５

不適項目 ８２ ６２ ８３



２２２２ 農産物等農産物等農産物等農産物等のののの残留農薬検査残留農薬検査残留農薬検査残留農薬検査についてについてについてについて

（平成１９・２１年度：１１６／平成２０年度：１１６ 一部:４４農薬について検査）県産モニタリング Ｈ１９年度 Ｈ２０年度 Ｈ２１年度

種 別 １０種 １２種 ２０種

検 体 数 ３５ ４５ ７５

不適検体数 ０ ０ １

項 目 数 ４，０６０ ２，５５６ ８，９３２

不適項目数 ０ ０ １

収 去 検 査 Ｈ１９年度 Ｈ２０年度 Ｈ２１年度

検 体 数 ３７ ４６ ７６

不適検体数 １ １ ０

項 目 数 ４，２９２ ２，７４４ ８，８１６

不適項目数 ２ １ ０

平成２１年度は、県内産農産物：９８検体、県外産農産物：３２検体、輸入品：２

１検体の計１５１検体について残留農薬検査を実施した。奈良県産農産物モニタリン

グ検査（７５検体）については、従来の出荷時の農産物（５４検体）の検査に加え、

新たに農林部（マーケティング課及び農業水産振興課）協力のうえ、直売所等の出荷

前の農産物（２１検体）についても検査を実施した。モニタリング検査及び収去検査

合わせて検査を実施した１５１検体のうち、２１検体から２７残留農薬を検出し、そ

のうち県内産の「かぶの葉」からはダイアジノンを１．４ppm（一律基準値：０．１p

pm）検出し、食品衛生法違反として措置を行った。その他はすべて基準値以下であっ

た。



３３３３ 食品関連食品関連食品関連食品関連のののの相談状況相談状況相談状況相談状況についてについてについてについて

食に対する県民の不安を解消するため、食の安全・安心に関する総合窓口として県消費

生活センター、食の安全・消費生活相談窓口（現：県消費生活センター中南和相談所）を

設置し相談を受けている。そのほか県内の各保健所でも同様に食に関する相談を受けてい

る。

・内容別では、健康食品に関する相談が最も多く寄せられている。

平成２１年度の相談総数は４７５件（図－Ⅰ）。相談内容別に見ると健康志向への高ま

りもあり、健康食品に関することが全体の約１８％（８４件）を占めている。次いで油脂

・調味料に係る相談が約１７％（８０件）が寄せられている。

図図図図－－－－ⅠⅠⅠⅠ　　　　平成平成平成平成２２２２1111年度相談件数年度相談件数年度相談件数年度相談件数（（（（総数総数総数総数475475475475件件件件））））
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・相談受付件数の推移

平成２１年度の相談総数は４７５件で、平成２０年度は５３５件、平成１９年度は５８

２件、と推移している（図－Ⅱ）。過去３年間を通して相談件数１位の健康食品について

は、平成２１年８４件、平成２０年１０２件、平成１９年１１９件と推移している。

食品衛生に関する講習会開催について

講習会開催数・参加人数、学習会・リスコミ参加人数及び消費・生活安全課のホームペ

ージアクセス件数の推移は、表１のとおりである。

表１ 講習会開催数・参加人数、学習会・リスコミ参加人数及びＨＰアクセス数平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度食品衛生に関する講習会の開催数（回） 89 107 84食品衛生に関する講習会参加人数（人） 4,126 4,515 3,747食の安全・安心学習会・リスコミ参加人数(人) 42 - 205ホームページアクセス件数 14,582 10,798 12,404

図図図図－－－－ⅡⅡⅡⅡ　　　　相談件数相談件数相談件数相談件数のののの年次推移年次推移年次推移年次推移（（（（平成平成平成平成19191919～～～～平成平成平成平成21212121年度年度年度年度））））02040
6080100
120140

食料品一般 穀類 魚介類 肉類 乳卵類 野菜・海草油脂・調味料 果物 菓子類 飲料 酒類 調理食品 健康食品食料品その他 その他
相談件数（Ｈ１９）相談件数（Ｈ２０）相談件数（Ｈ２１）相談件数 84102119


